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60
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

59
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

57

56
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

55
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

2020.10.15

秋田市御所野下堤五丁目１番地の１

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～53で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

訪問調査日 2020.11.17

1  自己評価及び外部評価結果

0590100921

法人名

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

66

58
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

65

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
1. ほぼ全ての利用者が

64

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての利用者が

63
3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

62

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

61

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

54
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

SOMPOケア株式会社

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号
・現在は中止しているが認知症カフェを併設事業所と共同で開催し啓蒙活動にも力を入れている。
・町内会、近隣住民との交流も盛んで、施設内を通り抜ける子供の飛び出しなどが見られたときは会長、子供会などにすぐ対応いただく。ご近所から庭のお花を頂いたり、
道路が冠水時は駐車場を開放したり、近所付き合いのような交流もできている。
・ご利用者様のご希望をお聞きしながら、ドライブ、外食、行事などを毎月行っている。個別支援として職員が付き添い買い物や美容院に出かけている。近所を散歩のほか
に、食材の買い物などにも同行してもらい外出の機会を作っている。　感染症発生後は外食、買い物など必要外の外出は自粛している。
・出来ることをやってもらう形で、積極的にご利用者様に家事に参加をしてもらっている。立って仕事ができない方には座ってやることをお願いするなどなるべく多く家事作業
に参加できるような工夫をしている。ご利用者様が世話されるだけではない状況を作ることで、「頼りにされている」と存在意義を感じてもらえればと考えている。
・提携医の協力を得て、ご家族のご希望に沿い、施設での看取りケアを行なっている。
・カンファレンス、毎月の研修、外部研修などで、職員スキルアップを図っている。　新人研修もWEBで行っている。
・一日二食を業者に発注することで業務負担軽減を図り、ご利用者様とゆっくりかかわる時間を作っている。
・起床、入床、食事の時間は一人一人のペースに合わせている。食事量が減ってきた方には早い時点で、別の食べ物を提供するなどして体調維持に努めている。

そんぽの家GH秋田旭川　（グリーンユニット）事業所名

自己評価作成日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
ぎちぎちの規則では無く、やってみたいことはまずやる等、職員にとって働きがいのある職場となってい
る。それがご利用者様にも伝わっており、ご利用者様も落ち着いた生活が送れている。常に原因を追
究し、本質的な解決を図っており、管理者が自ら実践し、他ご利用者様の支援にも引き継いでいく為、
管理者の視点が他の職員にも浸透しいる。
コロナ禍により、外出できない状況にあるが、できないなりに施設内でのレクリエーションを考えてい
る。レクリエーションに参加したい人、ドライブや散歩に行きたい人など、本人の希望により、自由に動
ける施設である。ホールでは常に会話や笑い声が溢れており、楽しく生き生きと生活している。

基本情報リンク先

秋田市旭川清澄町16-17所在地

社会福祉法人　秋田県社会福祉事業団

所在地

評価機関名

評価結果市町村受理日

社会福祉法人　秋田県社会福祉事業団



そんぽの家GH秋田旭川

自己評価および外部評価結果(グリーンユニット） 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、代表者と管理者と職員は、その理念
を共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域とのつながり
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に伝
え、地域貢献している

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

年に2回全職員を対象とした研修を行い、虐待防止に
努めている。３カ月に一回の委員会では些細なことで
も虐待につながる可能性がないか話し合い、すぐ対処
するようにしている。

介護事故の報告、加算などについて不明な点があっ
た場合、市担当者に指示を仰いでいる。地域包括にも
運営推進会議の他に認知症カフェでもご協力いただ
き、意見交換しやすい関係を作っている。

成年後見人が付いてる方の対応や生活保護受給開
始の為のやり取り等、コロナ禍により、今は人との接
触を避け、FAXやメールで行っている。

本人の自由な行動を制限しないという会社としての方
針があり、安全を確保方法を会議などで話し合ってい
る。夜間以外は施錠することなく、外に出て行く方には
落ち着かれるまで同行するなど本人の気持ちを最優
先に考えたケアに努めている。転倒リスクについては
見学の時点説明しでご家族に理解いただいている。

骨折をして入院し、退院時に精神安定剤を処方され
ているご利用者様がいた時は、医師に相談し薬を抜
いた状態でも落ち着くよう支援するなど、身体拘束を
行わなくても安全に生活が送れるよう取り組んでい
る。精神安定剤で落ち着かせることは考えておら
ず、根本的な原因を探り解決させている。

感染症発生後は開催せず書面の配布となっている
が、2ヶ月に１回運営推進会議を開催している。行事
や取り組みなどの他、苦情、事故、ひやりはっとにつ
いても詳しく報告を行うことで、隠ぺい体質にならず、
開かれた施設になるよう努力している。地域の方の要
望、地域包括、ご家族のご意見をお聞きし、業務改善
につなげている。

今年度はコロナ禍により開催が難しく書面で行って
いるが、例年通り施設から情報発信を行い、ホーム
への理解と協力を得ている。

理念をフロアのいつも見える場所に掲示し、管理者、
職員で共有し、毎日のケアに生かしている。

理念は、職員の子供がご利用者様たちの前で習字
で書いたものを、ホールに掲げている。職員は理念
に沿った支援を常に心がけている。

町内会、近隣住民との交流も盛んで、施設内を通り抜
ける子供の飛び出しなどが見られたときは会長、子供
会などにすぐ対応いただく。ご近所から庭のお花を頂
いたり、道路が冠水時は駐車場を開放したり、近所付
き合いのような交流もできている。

庭の木の剪定を行っていると近所の方がトラックで
枝を捨てに行ってくれたこともあり、近所との交流が
日常的にできている。向かいの公民館での消防訓
練や町内の方々がシートを洗う時、または水害時に
は敷地内の駐車場を提供するなど地域とのつなが
りがある。

外部評価
実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

感染症発生後は認知症カフェは行っていないが、おさ
まり次第再開する予定。

社会福祉法人　秋田県社会福祉事業団 2/18



そんぽの家GH秋田旭川

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう
支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、代表者自身や管理者や職員一人ひと
りのケアの実際と力量を把握し、法人内外の研修
を受ける機会の確保や、働きながらトレーニング
していくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、代表者自身や管理者や職員が同業者
と交流する機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの質
を向上させていく取り組みをしている

年間計画に基づいた毎月の事業所研修を行い、外部
研修については職員の希望を募り、一人一人に必要
と思われる研修を勧めている。介護技術についてはタ
ブレットの動画で各自が研修している。

ケアパートナーズの研修、相互訪問などに参加するこ
とで、自事業所を見直すきっかけとなったり、他事業
所の良い点を取り入れることが出来ている。

月一回ユニット会議を開催し、職員の意見を出しても
らっている。人事考課の他にも管理者や計画作成担
当者が日常的にフロアに入っているので、個人的に話
をする機会が多く、良い提案があればすぐに実行して
いる。

一番困難な事に関しては、まず管理者が対応し、職
員にアドバイスしている。常に原因を追究し、アプ
ローチしており、職員の負担軽減につながっている。
職員もきめ細やかな支援方法を習得することができ
ている。

年に一回人事考課を行い、年二回面談をすることで
職員のモチベーションを高め、努力したと認められた
職員は人事考課の結果、給与が上がっている。キャリ
アパス制度を導入し、昇給につなげるシステムになっ
ている。

自宅を訪問または来所にて説明を行い、不安な点な
どお聞きしながら契約を行なっている。改定の場合
は、来所できる方は直接お話して署名捺印いただい
ているが、来所できない方については電話にて説明を
行い、郵送にて署名捺印いただいている。

面会時の他に、運営推進会議にもご家族に参加いた
だき、ご意見をお聞きし、些細なことでも苦情としてあ
げるようにしている。玄関に意見箱を設置し、定期的
に会社としてご家族アンケートも実施し、ご意見があっ
た場合は事業所に報告されるようになっている。

介護計画を作成する際に、必ず意向や意見を聞くよ
うにしている。また、3カ月に1回、法人の方からアン
ケート用紙を送るなど、意見を聞く機会を作ってい
る。

実際、成年後見制度を利用されている方がいるので、
制度についてはある程度理解できている。外部の研
修などに参加していきたい。

社会福祉法人　秋田県社会福祉事業団 3/18



そんぽの家GH秋田旭川

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

18 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

19 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

20 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよう
な支援に努めている

21 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

性格を考慮し、なるべくご利用者様同士が話し易いよ
う、席やテーブル配置を変更したり、必要に応じて揉
めないうちに介入するなどの配慮をしている。

ご逝去での終了となった場合は、終了後数回連絡を
取るが、それ以降は連絡することはない。入院や他事
業所入居の方には、状況が許せば訪問し面会してい
る。

問題が起こった時にはすぐ連絡し、ご家族にも一緒に
考えていただくようにしている。ご家族でなければ出来
ないこと、職員が行なうべきことを面会の際などにお
話ししている。

個別支援として、美容院や買い物に出掛けたり、ご家
族の了解を得て援助をしている。

コロナ禍により県内の方は手洗い、消毒、マスクの
着用を徹底し、別室にて面会を行っている。県外の
方は、電話をしてもらうなど、コロナ禍においても関
係継続が図れるよう支援している。

ご利用者様には家事の役割を持っていただき、やって
もらったことに職員が感謝することで、一緒に暮らして
いる、頼りにされていると感じてもらえるように努めて
いる。

サービス提供をする前に必ず事前訪問を行った後、
事業所を見学していただき、不安が少しでも解消さ
れ、入居していただけるようにしている。

ご家族にも申込み前に事業所を見学していただき、そ
の際不安なこと、要望などをお聞きし、事業所として出
来ること出来ないことをお伝えすることで信頼していた
だけるように努めている。
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そんぽの家GH秋田旭川

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
22 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

23 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、生きがい,これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

24 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

25 （10） ○チームでつくる介護計画
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

26 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

27 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

28 （11）
○かかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ
薬局等の利用支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医、かかりつけ歯科医、
かかりつけ薬局等と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援している

町内会長、民生委員との連絡を密にし、町内会行事
やサークル活動に参加させてもらっている。（感染症
発生後は行っていない）

主治医はご家族、ご本人が決定している。往診、ご家
族が受診される場合も、ご本人の状況、気になるこ
と、残薬などを職員が記入し主治医に報告している。
歯科往診、薬局の訪問指導も受けている。

ご家族とのつながりが少なくならないよう、ご家族の
協力を得て受診に同行してもらっている。対応が難
しくても、協力医療機関である秋田往診クリニックが
定期的に往診してくれている。薬もご利用者様個々
に合わせ依頼出来る所を利用し、指導してもらって
いる。

個別生活記録の裏に行なったケア、その結果、気づ
いたこと、工夫したことなどを書き、必要に応じて、日
誌に記入し申し送り時情報交換をしている。ユニット会
議時ご利用者様の状況について話し合い、必要に応
じて計画の見直しを行なっている。

個別生活記録に、食事量、排泄、家事、起床、入床等
を記載し、申し送り時ご利用者様の情報を共有してい
る。月に１回のユニット会議ではご利用者様それぞれ
の状況を確認し、介助方法の統一に努めている。

状況が変わったとき、３～６ヶ月に一度、サービス担当
者会議、カンファレンスを開催し、介護計画の見直しを
行なっている。ご家族が出席できない場合は、面会時
や電話などで意向をお聞きしている。計画が現状とそ
ぐわない時は期間途中でも作り直している。

職員1人につき2名のご利用者様を担当しており、半
年に1回変更している。支援経過を元にご家族に報
告し、意見を聞き介護計画に反映させている。

仕事をしたい、散歩をしたい、出かけたいなど一人一
人のご希望を把握し、かなえるように努めている。ほ
ぼ全介助の方でも、「起きますか」「寝ますか」など必
ず聞くようにし、健康を害さない範囲で意向に添うよう
にしている

いつもと違う行動をしている時は、考えられる原因を
皆で考え、その時出来る事は何でも対応してみると
いう考えが職員間で浸透している。答えてくれないの
は相手に届いていない、声掛けはいくらでも働きか
けれるから、との考えで、積極的に声掛けを行い、
反応をきちんと待った支援を行っている。

事前訪問時、契約時などに聞き取りを行い、要約した
ものを掲示し、入居時には職員全員が把握できるよう
にしている。
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そんぽの家GH秋田旭川

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

30 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

31 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業
所でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

32 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の実践訓練を定期的
に行い、実践力を身に付けている

33 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
34 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

35 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

離床、入浴などご本人の希望を聞き、了解を得て行な
うようにしている。テレビや広告を見ておすしが食べた
いなどと話すことがあり、お寿司をとって食べている。
おやつやプレゼントを選んでもらうなど、なるべく自分
で決める機会を作っている。

年２回夜間想定の避難訓練を行い、避難の手順確
認、車イスで階段を安全に下りる練習など行なってい
る。近隣の方にも緊急時協力をお願いする旨伝え、了
解を得ている。水害時などを想定して、車で避難する
訓練も行っている。

下水の出口より水が上に来て、川に流れなくなる可
能性があり、今年度は、逃げ遅れた際の訓練プラン
を立て訓練を行った。

申し送りなどで話をする時は居室の番号で呼ぶように
し、誰のことを話しているか分からないようにしてい
る。社内研修でも取り上げ、自分がやられたらどう感じ
るかを職員一人一人が考えるようにしている。

ミーティング等、ご利用者様の状況を話す際、ご利
用者様が聞いて不快な思いをしないよう、個人名を
口にしないようにしている。また、ホールに見える書
類も個人名が目につかないよう配慮している。

入居時、見取りに対する方針について説明を行い了
解を得ている。看取り状態と主治医から話があった場
合はご家族、主治医と共に話し合いを持ち、計画を作
成し、了解を得て署名捺印いただいている。

協力医療機関の秋田往診クリニックが定期的に往
診、看取りにおける医療相談等の対応をおこなって
くれている。タイミングを逃さないよう、職員間で情報
共有し、最期まで傷一つ付けず、気持ち良く過ごせ
るよう支援している。

大半の職員が救急救命研修を5回ほど受けている
が、感染症発生後は行っていないため、落ち着き次
第、消防署員を呼んでの研修を予定している。緊急時
の対応方法やご利用者の情報を一つの書類にまと
め、すぐ分かるようにしている

急を要さないことについては週に１回の訪問看護時
に、急な変化時は電話にて相談し、指示を受けてい
る。往診クリニックの看護師には頻繁に相談してい
る。

入院時、職員が同行し、ご本人の状況を伝えている。
入院中も面会し、医師や看護師に状況をお聞きしてい
る。退院前の医師からの病状説明に立ち会ったり、看
護師を含めたサービス担当者会議を病院で行ってい
る。
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そんぽの家GH秋田旭川

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

36 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

37 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

38 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

39 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう状況を把握し、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

40 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

41 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

様子観察を行い、日常生活記録に記載することで、一
人一人の排泄パターンを把握し、随時、定時の誘導を
行なっている。申し送りしなどで情報を共有している

倒れやすいご利用者様は倒れてもけがをしないよう
狭目のトイレに、排泄中に意識喪失してしまう方は
体を支えるバーがあるトイレへと、一人ひとりの特徴
にあったトイレ誘導を行っている。また、便のコント
ロールを一人ひとり細かく管理しており、朝出やすい
人は少し早めに起床を促しトイレ誘導をしたり、便い
じりがある場合はなぜ便をいじるのか原因を追究し
たりしながら取り組んでいる。

業者の献立に添ってお昼のメニューを決めているので
バランスの取れた食事が提供できていると思われる。
量はそれぞれに合わせて提供し、日常生活記録に記
載し、水分一日1000ｃｃを目標にしている。朝食時は牛
乳を提供、お茶、ポカリ、ジュース、コーヒーなど準備
し、水分摂取に努めている。必要に応じてプリンやゼ
リーなども水分として提供。

介助の方、リスクの高い方は起床時、毎食後の口腔
ケアが習慣となっている。自分で行う方にも起床時と
就寝前は必ずやってもらうよう声をかけている。日常
生活記録にも記載している。歯科医師からの指導も受
けている。

ご本人にお聞きしながら、服を選んだり、同じ服ばかり
着ている事がない様に配慮している。食べこぼしなど
で汚れたままにしておかないよう気を付けている

昼食は作り方をお聞きしたり、手伝ってもらったりしな
がら、ご利用者様と一緒に作っている。朝夕は盛り付
けなどをしてもらっている。後片付けは必ずご利用者
様が参加し、立ってできない方は座ってやってもらって
いる。刻み、おかゆの他に好き嫌いに配慮し、別の物
を提供することあり。食事量が低下してきた場合はお
好きな物を提供するなど早めに対応している。

コロナ禍により、外食を控えている為、月に1回一人
ひとりの好みの寿司を注文し楽しんでいる。普段か
らご利用者様は準備・片付けを行っており、おかず
をハサミで細かく刻んでいる姿が見受けられた。

無理強いすることなく、健康を考えての助言しながら、
できる限り自分のペースで過ごしてもらっている。眠い
のを無理に起こすことがないようにし、しっかり覚醒し
た状態で食事ができるように時間をずらしている。
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そんぽの家GH秋田旭川

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

42 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

43 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングや健康状態に合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や
時間帯を決めてしまわずに、個々にそった支援を
している

44 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

45 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解に努めており、医療関係
者の活用や服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

46 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

47 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

本人の希望で散歩に出たり、買い物にも出かけてい
る。水族館や外食などにも出かけている。職員の提案
でドライブにもでかける。感染症発生後はドライブのみ
となっている。

コロナ禍により、イベントに出かけることは控えてい
るが、天気が良い時はドライブを楽しんでいる。パー
マを希望したご利用者様にはいつも行っている美容
院や、職員の知り合いの店にマスクをして送迎して
いる。

薬については説明書をファイルしてあり、変更があっ
た時は、連絡ノートなどで周知するようにしている。飲
みにくそうな場合は粉砕してもらうなど、状態変化が見
られる時は薬局や主治医に相談している

主婦をされていた方には調理、盛り付け、食器拭きや
洗濯たたみなど、立って作業できない方には座ってで
きることをやってもらっている。調理方法や職員が気
づかないことを教えてもらうこともある。辛い物がお好
きな方には辛子を準備したりしている。歌の会、誕生
会、食レクの他にも毎月何か一つ大きな行事を行って
いる。

曜日に関係なく概ね１～2日おきに入浴している。基本
的には午前中だが、午後から入浴したいという希望の
方は午後から行なったり、外出前、失禁時など必要に
応じて入浴してもらっている。午前、午後とバイタル
チェックを行い、体調を確認後ご本人の了解を得て
行っている。

基本的には、中２日開けて入浴している方が多い
が、毎日の人や、週1回の人等、本人の希望、状態、
体力を見極めながら支援している。安全のため職員
２人で介助したり、2時間かけて入浴したりと、個々
にそった支援が行われている。入浴後は皮膚乾燥を
防ぎ痒みがでないよう心掛けている。

暗くして寝たいという方には暗くして、疲れている様子
がある時は昼寝や、早めに寝てもらうなどしている。
夜間巡視時室温、湿度などをチェックし、エアコンを入
れるなどして調整している。

毎朝牛乳を提供し、野菜の多い食事を心がけている。
室内を歩いてもらったり、口腔ケア体操時、手足を動
かすこともしている。主治医より処方されている下剤に
ついても一人ずつ服用方法を決めて、便の量、形状
などで細かく調整している。
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そんぽの家GH秋田旭川

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

48 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

49 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

50 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、臭い、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしている

51 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

52 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

53 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

居室やトイレに目印をつけ、分かりやすくして自分でい
けるように工夫している。

ソファーなどがあり、一人または特定に人と周りを気
にせず話が出来るようになっている。

ご主人やご家族の写真を飾るなど、室内はご家族が
装飾。ご自宅からいつも使っている家具やお気に入り
のベッドを持参いただくなどして、居室が自分の居場
所となるようにご家族にも協力いただいている。

今までの生活で利用していた家具などを持ってきて
もらい、落ち着いて生活できる空間となっている。家
族の写真が飾られるなど自由な居室の空間作りが
出来ている。

電話したいとの希望時は時間を考慮しながら電話して
もらっている。

玄関や廊下など広くなっており、転倒につながるような
ものがないか常に確認している。季節に合った張り
物、飾りを心がけている。フロアからは外が良く見える
ようになっており、季節を感じていただけると思ってい
る。

ご利用者様の関係性や、認知症の進み具合、耳の
聞こえの状態や性格等を考慮しテーブルの配置を
考えている。また、介助するところが見えないよう配
慮している。ずっと座りっぱなしは大変なので、広い
ホールを生かしてホール内を移動してもらう等配慮
している。夜8時位まではゆっくりとソファーで過ごし
ている。

外出、買い物同行することが最近ないため、お金を使
うことがない状況。
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そんぽの家GH秋田旭川(ピンクユニット)

令和 2 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○

○

○
○

○ ○

○
○

○ ○

○
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

59
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

57
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

64
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

58
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

65
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどない 4. ほとんどない

56
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

63

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

55
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

62
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～53で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

54
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

61

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先

評価機関名 社会福祉法人　秋田県社会福祉事業団

所在地 秋田市御所野下堤五丁目１番地の１

訪問調査日 2020.11.17

所在地 秋田市旭川清澄町16-17

自己評価作成日 2020.10.15 評価結果市町村受理日

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 0590100921
・現在は中止しているが認知症カフェを併設事業所と共同で開催し啓蒙活動にも力を入れている。
・町内会、近隣住民との交流も盛んで、施設内を通り抜ける子供の飛び出しなどが見られたときは会長、子供会などにすぐ対応いただく。ご近所から庭のお花を頂いたり、
道路が冠水時は駐車場を開放したり、近所付き合いのような交流もできている。
・ご利用者様のご希望をお聞きしながら、ドライブ、外食、行事などを毎月行っている。個別支援として職員が付き添い買い物や美容院に出かけている。近所を散歩のほか
に、食材の買い物などにも同行してもらい外出の機会を作っている。　感染症発生後は外食、買い物など必要外の外出は自粛している。
・出来ることやってもらう形で、積極的にご利用者様に家事に参加をしてもらっている。立って仕事ができない方には座ってやることをお願いするなどなるべく多く家事作業に
参加できるような工夫をしている。ご利用者様が世話されるだけではない状況を作ることで、「頼りにされている」と存在意義を感じてもらえればと考えている。
・提携医の協力を得て、ご家族のご希望に沿い、施設での看取りケアを行なっている。
・カンファレンス、毎月の研修、外部研修などで、職員スキルアップを図っている。　新人研修もWEBで行っている。
・一日二食を業者に発注することで業務負担軽減を図り、ご利用者様とゆっくりかかわる時間を作っている。
・起床、入床、食事の時間は一人一人のペースに合わせている。食事量が減ってきた方には早い時点で、別の食べ物を提供するなどして体調維持に努めている。

法人名 SOMPOケア株式会社

事業所名 そんぽの家GH秋田旭川　（ピンクユニット）

社会福祉法人　秋田県社会福祉事業団



そんぽの家GH秋田旭川(ピンクユニット)

自己評価および外部評価結果(ピンクユニット） 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、代表者と管理者と職員は、その理念
を共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域とのつながり
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に伝
え、地域貢献している

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解
しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

年に2回全職員を対象とした研修を行い、虐待防止に
努めている。３カ月に一回の委員会では些細なことで
も虐待につながる可能性があることはないか話し合
い、すぐ対処するようにしている。

介護事故の報告、加算などについて不明な点があっ
た場合、市担当者に指示を仰いでいる。地域包括にも
運営推進会議の他に認知症カフェでもご協力いただ
き、意見交換しやすい関係を作っている。

本人の自由な行動を制限しないという会社としての方
針があり、安全を確保方法を会議などで話し合ってい
る。夜間以外は施錠することなく、外に出て行く方には
落ち着かれるまで同行するなど本人の気持ちを最優
先に考えたケアに努めている。転倒リスクについては
見学の時点説明しでご家族に理解いただいている。

感染症発生後は認知症カフェは行っていないが、おさ
まり次第再開する予定。

感染症発生後は開催せず書面の配布となっている
が、2ヶ月に一回運営推進会議を開催し、行事や取り
組みなどの他、苦情、事故、ひやりはっとについても
詳しく報告を行うことで、隠ぺい体質にならず、開かれ
た施設になるよう努力している。地域の方の要望、地
域包括、ご家族のご意見をお聞きし、業務改善につな
げている。

理念をフロアのいつも見える場所に掲示し、管理者、
職員で共有し、毎日のケアに生かしている。

・町内会、近隣住民との交流も盛んで、施設内を通り
抜ける子供の飛び出しなどが見られたときは会長、子
供会などにすぐ対応いただく。ご近所から庭のお花を
頂いたり、道路が冠水時は駐車場を開放したり、近所
付き合いのような交流もできている。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況
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そんぽの家GH秋田旭川(ピンクユニット)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう
支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、代表者自身や管理者や職員一人ひと
りのケアの実際と力量を把握し、法人内外の研修
を受ける機会の確保や、働きながらトレーニング
していくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、代表者自身や管理者や職員が同業者
と交流する機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの質
を向上させていく取り組みをしている

年間計画に基づいた毎月の事業所研修を行い、外部
研修については職員の希望を募り、一人一人に必要
と思われる研修を勧めている。介護技術についてはタ
ブレットの動画で各自が研修している。

ケアパートナーズの研修、相互訪問などに参加するこ
とで、自事業所を見直すきっかけとなったり、他事業
所の良い点を取り入れることが出来ている。今年度は
相互訪問なし。

月一回ユニット会議を開催し、職員の意見を出しても
らっている。人事考課の他にも管理者や計画作成担
当者が日常的にフロアに入っているので、個人的に話
をする機会が多く、良い提案があればすぐに実行して
いる。

年に一回人事考課を行い、年二回面談をすることで
職員のモチベーションを高め、努力したと認められた
職員は人事考課の結果、給与が上がっている。キャリ
アパス制度を導入し、昇給につなげるシステムになっ
ている。

自宅を訪問または来所にて説明を行い、不安な点な
どお聞きしながら契約を行なっている。改定の場合
は、来所できる方は直接お話して署名捺印いただい
ているが、来所できない方については電話にて説明を
行い、郵送にて署名捺印いただいている。

面会時の他に、運営推進会議にもご家族に参加いた
だき、ご意見をお聞きし、些細なことでも苦情としてあ
げるようにしている。玄関に意見箱を設置し、定期的
に会社としてご家族アンケートも実施し、ご意見があっ
た場合は事業所に報告されるようになっている。

実際、成年後見制度を利用されている方がいたので、
制度についてはある程度理解できている。外部の研
修などに参加していきたい。
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そんぽの家GH秋田旭川(ピンクユニット)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

18 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

19 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

20 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよう
な支援に努めている

21 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

ご逝去での終了となった場合は、終了後数回連絡を
取るが、それ以降は連絡することはない。入院や他事
業所入居の方には、状況が許せば訪問し面会してい
る。

個別支援として、美容院や買い物に出掛けたり、家を
見に行きたいなどにもご家族の了解を得て援助をして
いる。

性格を考慮し、なるべくご利用者様同士が話し易いよ
う、席やテーブル配置を変更したり、必要に応じて揉
めないうちに介入するなどの配慮をしている。夕食後
ソファーでテレビを見るのが習慣となっている。

ご利用者様には家事の役割を持っていただき、やって
もらったことに職員が感謝することで、一緒に暮らして
いる、頼りにされていると感じてもらえるように努めて
いる。

問題が起こった時にはすぐ連絡し、ご家族にも一緒に
考えていただくようにしている。ご家族でなければ出来
ないこと、職員が行なうべきことを面会の際などにお
話ししている。

サービス提供をする前に必ず事前訪問を行った後、
事業所を見学していただき、不安が少しでも解消さ
れ、入居していただけるようにしている。

ご家族にも申込み前に事業所を見学していただき、そ
の際不安なこと、要望などをお聞きし、事業所として出
来ること出来ないことをお伝えすることで信頼していた
だけるように努めている。
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そんぽの家GH秋田旭川(ピンクユニット)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
22 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

23 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、生きがい,これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

24 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

25 （10） ○チームでつくる介護計画
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

26 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

27 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

28 （11）
○かかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ
薬局等の利用支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医、かかりつけ歯科医、
かかりつけ薬局等と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援している

町内会長、民生委員との連絡を密にし、町内会行事
やサークル活動に参加させてもらっている。（感染症
発生後は行っていない）

主治医はご家族、ご本人が決定している。往診、ご家
族が受診される場合も、ご本人の状況、気になるこ
と、残薬などを職員が記入し主治医に報告している。
歯科往診、薬局の訪問指導も受けている。

状況が変わったとき、３～６ヶ月に一度、サービス担当
者会議、カンファレンスを開催し、介護計画の見直しを
行なっている。ご家族が出席できない場合は、面会時
や電話などで意向をお聞きしている。計画が現状とそ
ぐわない時は期間途中でも作り直している。

個別生活記録の裏に行なったケア、その結果、気づ
いたこと、工夫したことなどを書き、必要に応じて、日
誌に記入し申し送り時情報交換をしている。ユニット会
議時ご利用者様の状況について話し合い、必要に応
じて計画の見直しを行なっている。

事前訪問時、契約時などに聞き取りを行い、要約した
ものを掲示し、入居時には職員全員が把握できるよう
にしている。

個別生活記録に、食事量、排泄、家事、起床、入床等
を記載し、申し送り時ご利用者様の情報を共有してい
る。月に１回のユニット会議ではご利用者様それぞれ
の状況を確認し、介助方法の統一に努めている。

仕事をしたい、散歩をしたい、出かけたいなど一人一
人のご希望を把握し、かなえるように努めている。ほ
ぼ全介助の方でも、「起きますか？」「寝ますか」など
必ず聞くようにし、健康を害さない範囲で意向に添うよ
うにしている
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そんぽの家GH秋田旭川(ピンクユニット)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

30 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

31 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業
所でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

32 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の実践訓練を定期的
に行い、実践力を身に付けている

33 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
34 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

35 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

離床、入浴など本人の希望を聞き、了解を得て行なう
ようにしている。テレビや広告を見ておすしが食べた
いなどと話すことがあり、お寿司をとって食べている。
おやつやプレゼントを選んでもらうなど、なるべく自分
で決める機会を作っている。

年２回夜間想定の避難訓練を行い、避難の手順確
認、車イスで階段を安全に下りる練習など行なってい
る。近隣の方にも緊急時協力をお願いする旨伝え、了
解を得ている。水害時などを想定して、車で避難する
訓練も行っている。

申し送りなどで話をする時は居室の番号で呼ぶように
し、誰のことを話しているか分からないようにしてい
る。社内研修でも取り上げ、自分がやられたらどう感じ
るかを職員一人一人が考えるようにしている。

入居時、見取りに対する方針について説明を行い了
解を得ている。看取り状態と主治医から話があった場
合はご家族、主治医と共に話し合いを持ち、計画を作
成し、了解を得て署名捺印いただいている。

大半の職員が救急救命研修を5回ほど受けている
が、感染症発生後は行っていないため、落ち着き次
第、消防署員を呼んでの研修を予定している。緊急時
の対応方法やご利用者の情報を一つの書類にまと
め、すぐ分かるようにしている

急を要さないことについては週に１回の訪問看護時、
急な変化時は電話にて相談し、指示を受けている。往
診クリニックの看護師には頻繁に相談している。

入院時、職員が同行し、本人の状況を伝えている。入
院中も面会し、医師や看護師に状況をお聞きしてい
る。退院前の医師からの病状説明に立ち会ったり、看
護師を含めたサービス担当者会議を病院で行ってい
る。
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そんぽの家GH秋田旭川(ピンクユニット)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

36 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

37 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

38 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

39 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう状況を把握し、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

40 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

41 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

様子観察を行い、日常生活記録に記載することで、一
人一人の排泄パターンを把握し、随時、定時の誘導を
行なっている。申し送りしなどで情報を共有し、状況に
合わせて変更している。

業者の献立に添ってお昼のメニューを決めているので
バランスの取れた食事が提供できていると思われる。
量はそれぞれに合わせて提供し、日常生活記録に記
載し、水分一日1000ｃｃを目標にしている。朝食時は牛
乳を提供、お茶、ポカリ、ジュース、コーヒーなど準備
し、水分摂取に努めている。必要に応じてプリンやゼ
リーなども水分として提供。

介助の方、リスクの高い方は起床時、毎食後の口腔
ケアが習慣となっている。人によっては夕食後、歯間
ブラシを使用しての介助も行っている。自分で行う方
にも起床時と就寝前は必ずやってもらうよう声をかけ
ている。日常生活記録にも記載している。歯科医師か
らの指導も受けている。

本人にお聞きしながら、服を選んだり、同じ服ばかり
着ている事がない様に配慮している。食べこぼしなど
で汚れたままにしておかないよう気を付けている

昼食は作り方をお聞きしたり、手伝ってもらったりしな
がら、ご利用者様と一緒に作っている。朝夕は盛り付
けなどをしてもらっている。後片付けは必ずご利用者
様が参加し、立ってできない方は座ってやってもらって
いる。刻み、おかゆの他に好き嫌いに配慮し、別の物
を提供することあり。食事量が低下してきた場合はお
好きな物を提供するなど早めに対応している。

無理強いすることなく、健康を考えての助言しながら、
できる限り自分のペースで過ごしてもらっている。眠い
のを無理に起こすことがないようにし、しっかり覚醒し
た状態で食事ができるように時間をずらしている。
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そんぽの家GH秋田旭川(ピンクユニット)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

42 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

43 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングや健康状態に合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や
時間帯を決めてしまわずに、個々にそった支援を
している

44 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

45 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解に努めており、医療関係
者の活用や服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

46 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

47 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

本人の希望で散歩に出たり、買い物にも出かけてい
る。水族館や外食などにも出かけている。職員の提案
でドライブにもでかける。感染症発生後はドライブと近
所の散歩のみとなっている。

薬については説明書をファイルしてあり、変更があっ
た時は、連絡ノートなどで周知するようにしている。飲
みにくそうな場合は粉砕してもらったり、状態変化が見
られる時は薬局や主治医に相談している

主婦をされていた方には調理、盛り付け、食器拭きや
洗濯たたみなど、立って作業できない方には座ってで
きることをやってもらっている。調理方法や職員が気
づかないことを教えてもらうこともある。午後からは毎
日歌の会、一人ずつ誕生会、食レクの他にも毎月何
か一つ大きな行事を行っている。

曜日に関係なく概ね１～2日おきに入浴している。基本
的には午前中だが、午後から入浴したいという希望の
方は午後から行なったり、外出前、失禁時など必要に
応じて入浴してもらっている。午前、午後とバイタル
チェックを行い、体調を確認後本人の了解を得て行っ
ている。

暗くして寝たいという方には暗くして、疲れている様子
がある時は昼寝や、早めに寝てもらうなどしている。
夜間巡視時室温、湿度などをチェックし、エアコンを入
れるなどして調整している。

毎朝牛乳を提供し、野菜の多い食事を心がけている。
室内を歩いてもらったり、口腔ケア体操時、手足を動
かすこともしている。主治医より処方されている下剤に
ついても一人ずつ服用方法を決めて、便の量、形状
などで細かく調整している。
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そんぽの家GH秋田旭川(ピンクユニット)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

48 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

49 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

50 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、臭い、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしている

51 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

52 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

53 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

居室やﾄｲﾚに目印をつけ、分かりやすくして自分でい
けるように工夫している。

ソファーなどがあり、一人または特定に人と周りを気
にせず話が出来るようになっている。

ご自宅からいつも使っている家具やお気に入りのベッ
ドを持参いただくなどして、居室が自分の居場所とな
るようにご家族にも持ってきていただくようお勧めして
いる。仏壇をご持参されている方もいて、毎日、お水
やお菓子などあげている

電話したいとの希望時は電話してもらっている。個人
の携帯電話を持っている方はいるが、自分ではかけ
れないため手伝っている。

玄関や廊下など広くなっており、転倒につながるような
ものがないか常に確認している。フロアからは外が良
く見えるようになっており、季節を感じていただけると
思っている。

外出、買い物同行することが最近ないため、お金を使
うことがない状況。お金を持っていないと心配な方は、
ご家族のご理解を得て少額だが持参している。
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